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世界へ広がる  バイオ技術  展示会レポート
本年6月7日から3日間、米国・サンフランシスコにてバイオ分野における

世界最大のビジネスイベント「2016 BIO International Convention（BIO）」が開催され、

日本からは22の企業・機関がジェトロのジャパンパビリオンを利用しました。

　ジェトロは2016年度のRIT事前調査事業に京都府・京
都市と米国マサチューセッツ州ボストン市のライフサイエ
ンス分野の交流事業を採択しました。RIT事業は国内と海
外の産業集積地同士のビジネス交流を3年間にわたり支援
するもので、今回の事前調査事業はRIT事業申請の可能性を
1年間調査するものです。ご関心のある方はジェトロ京都
までお問い合わせください。

地域間交流支援（RIT）
事前調査事業 日本貿易振興機構（JETRO）

京都貿易情報センター

所在地／〒600-8813 京都市下京区中堂寺南町134
　　　　京都リサーチパーク2号館2階
TEL／075-325-5703　FAX／075-325-5706
E-mail／KYO@jetro.go.jp
URL／http://www.jetro.go.jp/indexj.html

【問合せ先】

BIO International Conventionについて
　バイオ分野の製品・サービス・技術を対象とした展示会とカンファレンス
からなっており、欧米・アジアの50もの国・地域が国別パビリオンを設置
するなど国際的なイベントです。特徴は何と言ってもバイオ分野では世界
最大と言われる規模であり、出展企業の規模に関わらず、良い製品・技術
であれば欧米の大手製薬企業とも接点を持てるチャンスがあります。また、
「パートナリングシステム」と呼ばれる事前商談マッチングシステムにより
運営されており、効率的な商談が可能となっています。

ジェトロ独自の取り組み
　展示会の前日である6月6日に、ジャパンパビリオン出展者向けの特典
としてブリストル・マイヤーズ・スクイブ社など海外大手製薬企業4社と
のクローズドな企業交流会を実施しました。海外各社のプレゼンの後、
登壇者との交流を行い、参加者は自社技術をPRするなど積極的な売り込
みを行いました。

京都企業も出展
　今年は日本から22の企業や機関が出展。3日間で約570件の商談があり、
うち約1割が成約見込みあるいは継続交渉となりました。今回は京都から
も1社が出展し、同社担当者は「アメリカを中心とした世界各国のグロー
バル企業と、成約の可能性が高い話し合いができた」と本展示会を評価
していました。

ジャパンパビリオン

企業交流会の様子
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